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３ 風力発電 
（１）風力発電とは 

風力発電とは、｢風の力｣で風車の羽根をまわし、その回転運動を発電機に伝えて｢電気｣

を起こす仕組みを言います。風車は水平軸型と垂直軸型に大別され、実用化されている前

者の代表的な風車としてはプロペラ型、後者の代表的な風車としてダリウス型やサポニウ

ス型があり、風力エネルギーの利用効率が高いこと等の理由でプロペラ型が多く用いられ

ています。定格出力数百 kW以上の大型風力発電には、一般的に地上高 30mで年平均風速 6
ｍ/ｓ以上の強い風が必要とされています。また、定格出力 1kW未満の小型風車は、太陽光
発電等と組み合わせて独立電源としての利用や、非常用電源や街路灯、教育用キット等に

も活用されています。 
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風力発電の規模によって以下のように区分されます。 
 出力規模(kW) ローター直径(m) 最大回転数(min-1) 風車型式 運転形態 

マイクロ風車 1未満 ～3 700～ 各種有り 単独運転・モニュメント 
ミニ風車 1～20 ～10 150～800 3枚羽根が多い 単独運転・系統連系 
大型風車 1,000以上 ～80 10～30 3枚羽根 系統連系（売電事業） 

 
（２）風力発電の特徴と課題 

風力発電の特徴と課題は次の通りです。 
特  徴 課  題 

・全国で風車の導入が急速に増加しており、風力発電を中

心とした公園も多く見られる 
・設置コストが年々下がり経済性が向上、経済的に成立す

る大規模発電事業も増えてきている 

〈大型風車設置の障害となる主な要因〉 
・系統連系条件 ・稀少猛禽類等の生息地 
・電波障害、航空障害等 
・騒音（住宅近接） ・景観 
・用地指定（自然公園等） 

 
（３）風力発電のコスト 

風力発電のコストは次の通りです。 
イニシャルコスト 自家消費用（600kW級）：30万円/kW 1)、売電事業用（1,000kW級）：25万円/kW 2)

（500kW以下：30～65万円/kW、750～3,000kW：25～30万円/kW、20,000kW：約20万円/kW） 

発電コスト 自家消費用（600kW級）：16.6円/kW年、売電事業用（1,000kW級）：13.9円/kW年 
（資料）NEDO「風力発電導入ガイドブック」（2005年1月改定第７版）、NEDO技術情報データベース一覧表(16年度版)、

設備利用率20%、運転年数17年、運転経費は設置費の1.5%、利子率4%として算出。 
1) 風力発電フィールドテスト事業において平均 39 万円/kW、2)事業者支援事業及び自治体支援事業において 19 万
円/kWから28万円/kWであり、近年のコスト低下を考慮。 

 
（４）風力発電の主な導入施設 
 わが国初の洋上風力発電（600kW×2

基）愛称「風海鳥（かざみどり）」→ 
（北海道せたな町） 

（資料）北海道せたな町 

 
 
 
 
 

←道内で最大規模の設備容量 
（1,000kW×57基）を誇る宗谷岬ウインド
ファーム（㈱ユーラスエナジー宗谷）三

菱重工製（資料）稚内市 
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